
 

 
 
 
 
 
  農村文明塾主催 第２回農村学講座は、農村文明塾の  

有識者顧問団でもある信州大学教育学部教授 中村浩志先生を 

講師迎え、「奥山の恵み」をテーマに開催します。 

どなたでも参加できます。お気軽にお申込みください。 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1947 年、長野県坂城町生まれ。 

京都大学大学院博士課程修了。 

1992 年より信州大学教授。 

動物生態学が専門。2002 年山階鳥類 

研究所より 第 11 回「山階芳麿賞」受賞。

前日本鳥学会会長。様々な鳥の研究で

世界的に活躍されている。 

カヤの平へは、フクロウの研究などで

数多く訪れ、希少なブナ林の価値などを

高く評価されている。 

 

受 

募 集講 生 

奥山って何？ 里山と奥山って違うの？ 

農村や町と奥山って関係あるの？ 

みんなで一緒に考えてみませんか？ 

！
《と き》   
７月１７日（土）講演・情報交換会 他 
午後 ３：００（受付２：３０～）開講式・講演 

講師：中村 浩志 信州大学 教育学部教授  

      『奥山の自然を考える』 

５：００ 下高井農林高校生によるブナのブランド化活動報告

６：３０ 中村先生を囲んだ情報交換会（送迎付）

  １０：００頃 炎の奇祭 内山の柱松子(はしらまつこ) 

        平成の名水百選「龍興寺清水」の里、内山地区で
今も残る「北信濃の柱松行事」として飯山市小菅、
村内南鴨と共に国選択無形文化財に指定 

７月１８日（日）現地研修 
午前 ８：３０ 村役場集合後バスでカヤの平高原へ  

・中村先生の｢奥山の鳥たち講座｣、ニッコウキスゲやブナ林等、

新緑のカヤの平を満喫して奥山の魅力と価値を体感！ 

・昼食は北信州名物ネマガリダケのみそ汁と木島平米おむすび

午後 ２：００頃 村役場にて解散 

《ところ》  
講演会場  木島平村若者センター（電話 0269－82－2350） 

 情報交換会 内山の湯（地元農家経営の湧水を使った湯と郷土料理） 

現地研修  カヤの平高原（ブナの原生林が残る奥山） 

【集合場所：木島平村役場】 

●費 用  ３，０００円（情報交換会参加費） 
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柱松子（柱松柴燈神事）とは、修験者

が行った「験競べ（げんくらべ）」に由来

する神事で、それが祭りとして行事化し

たものと伝えられています。今も村人が、

五穀豊穣と天下泰平を願います。 
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 上信越高原国立公園の中心地志賀高原

の北に広がる標高1,400～1,700ｍの高原。

 樹齢 300 年を超えるブナの大木が群生

し、「日本一美しい森」とも言われます。
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農村文明塾 農村学講座②（７月 17 日～18 日）受講申込書 
性  別 年  齢 ふりがな 

氏  名 

 
・男  ・ 女 歳

住 所 
〒   ―             TEL    （    ） 

                  E-mail 

勤務先 
〒   ―             TEL    （    ） 

                  E-mail 

 連絡希望先 ・自宅    ・勤務先 
情報交換会（参加費 3,000 円） ・参加する  ・ 参加しない 

どちらかに○を 

お願いします 
現地研修（２日目） ・参加する  ・ 参加しない 

ご質問等自由に 

記入ください 

 

 

  

農 村 文 明 塾 ～農村文明の創生に向けて～ 
              主催 木島平農村交流型産業推進協議会 
              共催 木島平村 木島平村教育委員会 木島平村公民館 
              後援 長野県 長野県教育委員会 長野県市長会 長野県町村会 

キリトリセン

お申込み・お問い合せ先は下記までお気軽にどうぞ 

木島平村教育委員会内   

農村文明塾事務局 

〒389-2302 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914‐6  

E-mail bunmei@kijimadaira．jp  URL http：//www．kijimadaira．jp 

農村学講座って？ 

 年５回の農村学講座は、毎回各界第一線で活躍される専門家によるわかりやすい講義、日本の 

農山村のモデル地区といえる木島平村で農山村の課題や魅力を探る現地研修と、講師を囲んでの情報交

換会（懇親会）で構成されます。 

農村学講座では、参加者全員が、自然と共生し農山村の機能と価値を高めていく方策を研究します。

●申込み期限  ７月１２日（月）まで 

●申込み手続き 下記申込書に記入のうえ、郵送、ファックス、 

または必要事項をＥメールで事務局までお申込みください。 

●宿泊食事費  １泊朝食付き７,000 円程度～ 希望者は事務局までお問合せください 

●農村学講座  今後の予定 ３回目以降の講座も随時募集します 

第 1 回 
【終了】 
６月 19 日(土)～ 20 日(日) 

テーマ： 

農村と 

都市の共生 

講師 大森 彌（おおもり わたる） 

（東京大学名誉教授） 

「田舎が都会を救う～農村の課題と可能性～ 

第３回 ８月 21 日(土) ～ 22 日(日) 
テーマ： 

農業と自然の

教育力 

講師 宮口 侗廸（みやぐち としみち） 

（早稲田大学教育・総合科学学術院長） 

「交流が生み出す農村の可能性（仮題）」 

第４回 ９月 25 日(土) ～ 26 日(日) 
テーマ：  

稲作と農村の

歴史 

講師 中野不二男（ノンフィクション作家、 

ＪＡＸＡ宇宙航空研究開発機構研究員）

 「宇宙から見た農村文明（仮題）」 

第５回 10月 30日(土) ～ 31日(日) テーマ： 中山間地域の課題と可能性 

特別編 
11月 20日(土) ～ 21日(日)  
農村文明塾オープンカレッシﾞ 

農村と都市の共生をテーマに、全国の農村活性化・ 

ビジネス成功団体を招き、情報交換や先進事例を学ぶ。 

※講座の日程・内容は、講師の都合等により変更する場合があります。 


